







20cm で，下部の途中に 1 個の球芽（むかご）をつけています。葉身は 3 全裂した掌状複葉で，小
葉はだ円形ないし線状皮針形。先は鋭尖形，基部は鈍形。全縁で小柄はほとんどありません。葉の
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homogentisic acid とその配糖体， 
3,4-dihydroxybenzaldehyde と そ
の 配 糖 体 で あ る 3,4-diglycosylic 
benzaldehyde の ほ か， セ レ ブ






の強烈なえぐ味の原因物質は 3,4-diglycosylic benzaldehyde とされていますが，シュウ酸カルシウ
ムの針晶も原因の一つと考えられます。生薬名は，夏の半ばに花が咲くとした漢名の半夏からで，
属名の Pinellia は人名に由来し，種小名の ternata は三数の，という意味です。
　季節を表す七十二候のひとつの半夏生（はんげしょう）は，半夏（カラスビシャク）が生える （＝
花が咲く ）時期としてつけられたとされ，毎年 7 月 2 日頃にあたりますが，ドクダミ科のハンゲショ
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